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研究要旨： 2014年夏に 69年ぶりに国内流行したデング熱とよく似た臨床症状を呈するジ

カ熱（Zika fever）が 2013年の 11月から太平洋島嶼国において流行が始まった。2013年

12 月に別々にフランス領ポリネシアのボラボラ島を旅行した熱発患者に関して、デングウ

イルスおよびジカウイルスに関する実験室診断を実施したところ、尿からのウイルス遺伝

子検査、特異的 IgM抗体検査によりジカ熱と確定診断した。その後、2014年の 6月にタイ

からのジカ熱輸入症例を確認した。タイは毎年大きなデング熱流行が発生している国であ

る。したがって、ジカ熱がデング熱同様日本国内で発生し、デング熱流行と誤判断される

場合も想定される。そのような状況で血液製剤及び献血血にジカウイルスが混入する可能

性を考慮し、高感度遺伝子検出法を開発し評価した。 

 

A. 研究目的 

 ジカ熱はヤブカによって媒介され、その

臨床像はデング熱と類似している。デング

熱流行国では、ジカ熱がデング熱と診断さ

れて流行が発生してもデング熱流行に紛れ

ている可能性がある。2014年 8月にデング

熱国内流行が発生した我が国において、ジ

カ熱流行の可能性も考慮し、血液製剤及び

献血血にジカウイルスが混入する可能性を

想定しておく必要がある。ジカウイルス遺

伝子検出リアルタイム RT-PCR法は、準備

しておくべき検査法である。 

 

B. 研究方法 

 GenBank からジカウイルスの塩基配列

を収集し、アライメントした後、塩基配列

835－911と 1086－1162の位置にプライマ

ーおよびプローブセット（ZIKV860 Set, 

ZIKV1107 Set）を選択した（表１）。これ

らは、我々の保有するジカウイルスおよび

デング熱輸入症例（11症例）のデングウイ

ルスおよびデング熱を疑った発熱患者の検

体（18症例）を用いて評価した。 

 

C. 研究結果 

 ZIKV860 Set, ZIKV1107 Set ともに

ZIKV 遺伝子を増幅した。１１人のデング

熱患者血清を検査した結果、どちらのセッ

ト（Set）とも非特異的な反応を示さなかっ

た。しかし 18の非デング発熱患者の検体の

うち 1 検体で ZIKV860 セットによる増幅

に際して 37 サイクルでカーブの上昇があ



り判定保留となった。当該検体は溶血した

検体であったため患者由来の遺伝子が非特

異的に反応した可能性が考えられた。 

 

D. 考 察 

 ジカウイルスはデングウイルスと同じく

フラビウイルス科フラビウイルス属のウイ

ルスでヤブカによって媒介されるウイルス

である。臨床症状は発熱・痛み・発疹を３

主徴とするデング熱と類似の発熱性疾患で

ある。日本国内に生息するデングウイルス

の媒介蚊であるヒトスジシマカは、ジカウ

イルスにも感受性があると推測されている

が、詳細は現在検討中である。2014 年の夏

にデング熱が国内流行したことから、ジカ

熱の流行の可能性も考慮しておく必要があ

る。そのためそのような状況で血液製剤及

び献血血にジカウイルスが混入する可能性

もあり、血液製剤及び献血血におけるジカ

ウイルス遺伝子検出に関しても準備を進め

るべきである。 

 

E. 結 論 

 ジカ熱がデング熱同様日本国内で発生し、

デング熱流行と誤判断される場合を想定し、

血液製剤及び献血血にジカウイルスが混入

する可能性を考慮し、高感度遺伝子検出法

を確立した。 
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表 1 

 プライマー＆プローブセット 

Name sequence (5’ to 3’) 
genome 

position 

ZIKV860 Set 

ZIKV 835F TTGGTCATGATACTGCTGATTGC  835–857  

ZIKV 

860-FAM 
FAM-CGGCATACAGCATCAGGTGCATAGGAG-TAMRA  860–886  

ZIKV 911c CCTTCCACAAAGTCCCTATTGC  911–890  

ZIKV1107 Set 

ZIKV 1086 CCGCTGCCCAACACAAG  1086–1102  

ZIKV 

1107-FAM 

FAM-AGCCTACCTTGACAAGCAGTCAGACACTCAA-TAM

RA  
1107–1137  

ZIKV 

1162c 
CCACTAACGTTCTTTTGCAGACAT  1162–1139  

 


